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イネおよびタケに寄生するいもち病菌の野外の
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　　　　Pathogen1c1ty　of助〃6〃1α〃σsp　from　Balmboo　and．

　　　　　　R　oグツ鮒θto　Bamboo　Grown　in　the　Fie1ds

　　　　　　　　緒　　　　　言

　先に，タケ・ササ類にいもち病菌が寄生すること，そ

の地理的分布は広く，自然発病のタケ・ササ類は6属12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工，2）
種（亜種，変種を合む）におよぷことを報告した．そし

てタケ・ササ類からの分離菌株のなかにはイネに対して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
病原性を示し，レース判別出来る菌株も存在していた．

一方，イネいもち病菌（以下イネ菌）も人工接種によっ

て鉢植えのタケ・ササ類に病原性を示した．さらに，

助”㎝zα肋属菌がタケ・ササ類の生葉上で菌糸の形態

で越冬し，翌年自然状態で分生胞子を形成するdisease

cyc1eも明らかにすることが出来た．

　タケ。ササ類から分離したいもち病菌のうち，イネに

病原性のある菌株はイネいもち病の流行機構の面からの

検討が必要であり，またイネに病原性のない菌株群はい

もち病菌を整理し，分類するうえで重要な意味をもつか

も知れない．しかし，イネ科植物の中で多くの属と種を

合むタケ亜科植物のいもち病菌については不明な点が多

い。そこで本実験では野外に自生するマダケ牢タケいも

ち病菌（以下タケ菌）とイネ菌を人工接種し，その病原

性の比較を行ったのでその結果について報告する。

　　　　　　　　材料およぴ方法

　供試菌　　イネ菌8菌株（研5ポ33，研5企04，研60一

ユ9，稲72，長87，TY70－94，北1，P2b）とタケ菌6菌株

（Tab1e1）を用いた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
　分生胞子懸濁液　　供試菌をオートミール培地に28C

で20目間培養した後，気中菌糸を毛筆でかき取り，26C

でBLB照射を3目間行い分生胞子を形成させた．これ
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Tab1e1．　The　iso1ates　of巧〃o〃σ〃σsP．frolm

　　　　　bamboo　used　in　tbis　study

Iso1ate HOSt L㏄ality Date　co11ected

T300 Aoコarih辻a・） Shi㎜ane　Pref． 1977Aug．

T400 K㎜lochikub） 〃 〃　0ct．

T401 Oka㎜ezasac） 〃 〃　Dec．

T402 亘achikuΦ 〃 〃　NO∀．

T403 Unide11tified S血iga　Pref． 1978March

T609 HachikuΦ Shi血ane　Pref． 1979　〃

a）8㈱伽㈱荻鮒加妙か泌3M・kim・b）P伽11o吻o伽3〃g榊
　1M岨・・c）8肋励〃肋物α舳αM・k・d）P刎g〃f・m
　んθ〃0〃ク8MurOi．

から分生胞子懸濁液を調整し各接種試験に用いた．胞子

懸濁液の濃度は注射接種の場合は顕微鏡1視野（100倍）

あたり平均30個，葉鞘裏面接種の場合は平均40個に調整

した．

　野外に自生するマダケヘの接種試験　　松江市西川津

町の雑木林に自生するマタケ倶妙〃08云α伽Sろ伽肋SOZ69S

Sieb．et　Zuccつにいもち病菌を注射接種した．第1回

接種はユ979年8月26・28日，第2回は9月ユ4日，第3回

はユ1月1日に行った．第ユ回接種葉については病斑の形

成経過も観察した．病斑上の分生胞子形成を調ぺるため

に第1回接種9月15日，第2回接種10月ユ8目，第3回接

種は翌年ユ月1ユ日に接種葉を採集した．まず，病斑上に

自然状態で分生胞子が形成されているかをセロテープを

用いて調べた。即ち病斑にセロテープを軽く押しあてて

分生胞子を付着させ，検鏡した．さらにその葉を25℃の

湿室に2～3目間保ち（以下湿室処理），分生胞子を形

成させた．これらの方法により病斑上に分生胞子を確認

できた場合に罹病と判定した．

アオナリヒラヘの葉鞘接種試験　　野外に自生するアオ
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ナリヒラ（S舳z舳〃伽α伽〃㈹∂zs　Mak1no）の上位葉

の葉鞘にいもち病菌を接種した．貝口ち，約ユC㎜の長さ

に切り取った葉鞘に，いもち病菌分生胞子を注入し，湿

室にしたプラスチック容器内に静置し，25Cの恒温器に

36～40時間保った．そしていもち病菌のタケ細胞への侵

入率を調べた．　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　結　　　　　果

　マタケ葉身上での病斑形成　　イネ菌では供試6菌株

の間で病斑形成に若干の差異があったが，要約すれぱ次

のとおりである．接種後4目たつと，注射針による傷を

中心にその周辺約O．5mmの部分が褐変した．接種後6

目には褐変部は傷の周辺1～2．51mmまでひろがった．

接種後6～8目には褐変部のまわりに，約O．5mmの幅

で黄変した中毒部がみられるものもあった．特にP2b

と研60－19菌株を接種した葉身ではこの中毒部は顕著に

あらわれた．接種後8～ユ0目には褐変の伸展が止り，

10～ユ4目後には病斑の中央が崩壊して穴があきはじめ
　　　4）
た。鐙谷はイネ幼苗葉上の病斑を7つの基本的感染型に

類別しているが，マダケ葉上のイネ菌による病斑は低抗

性止り型の病斑で，bgに近いものと考えられた．

　タケ菌接種葉では，T300菌株を除くすべての菌株で

顕著な病斑の伸展がみられた．接種後4～6目たつと約

2～3×ユmmの褐変病斑を形成し，接種後6～8目に

は病斑は葉脈にそって伸展し，6～9×1～1．5mmの大

Tab1e2．　Con1d1um．for1mat1on　of　pWκ〃〃2α

　　　　　sp．froヱn　bamboo　and　P．07ツ屠σθ　on

　　　　　1esions　of　inocu1ated　bamboo　1eaves

　　　　　（R6㈱肋80肋8）

Aug．2628aLSept． Sept，14一 Nov．1一

ISOiate
15b） 0ct．18 Ja口．11

0c）

2 3 O 3 O 3

Ken53－33 ・d）
一 一 一 一

Ken54－04 一 一 十 一 ’

Ken60－19 一 一 十 一 一

P2b 一 ・ 十 十 冊 一 冊

Naga87 ・ 冊

TY70－94 一 十 十 ■ 十 一 一

Hoku1 一 □ 十 一 十 一 ‘

T300 ■ □ ． ＾ ■■

T400 十 冊 冊 冊

T401 十 冊 冊 冊

T402 十 冊 什 冊

T403 十 冊 冊 冊

T609 十 冊 什 冊 一 冊

a）Date　of　0　1t1on　b）Date　of　co11ect1on　c）Days　of　cl1ba．

　tion　in皿ois亡petτi　dis11es．　d）一：Coni硯a　were　mt　formed．．

　十　冊　　Co㎜d1a　were　formed　Number　of　plus　slgos　shows　the

　degree　of　spoI＝u1at1on　　　＋　　ユ～50　con1d1a，十卜　51～100　con　d　a，

　冊㎜orethan100co㎜d蝸脾1es1㎝，雌pectely

きさになった．褐変部のまわり0．5～1m血には黄変し

た中毒部がみられた．接種後10～14日には病斑の大きさ

はユ1～20×ユ．5～3mmに達し，中央部に崩壊部ができ

た．8月28日に接種したT401菌株によって形成された

紡錘形病斑ならびに9月14日に接種したT400菌株

によって形成された大形ゆ合病斑をそれぞれP1ate　I

（1），（2）に示す．T300菌株を接種したマダケ葉身上の病斑

はイネ接種葉の病斑に類似した経過をたどった．T300菌

株以外のタケ菌を接種したマダケ葉身上の病斑は紡錘形
　　　　　　　　　　　　4）
の大形褐変病斑で，　鐙谷のybgに相当するようであ

る。

　マダケ葉身の病斑上での分生胞子形成　　野外に自生

するマダケ葉身にいもち病菌を注射接種し，形成された

病斑上での分生胞子形成を調べた（Tab1e2）．

　イネ菌7菌株の間で胞子形成に差異が認められた．即

ち，P2b菌株は3回の接種試験でいずれも湿室処理に

より病斑上に分生胞子を形成し（P1ate　I（3），（4）），胞子

形成量も比較的多かった．そのうちの1回（9月接種）

は湿室処理前に自然状態で分生胞子形成が確認された．

長87菌株は11月に1回のみ接種したが，病斑上に多くの

分生胞子を形成した．TY70－94、北1菌株は3回接種の

うち2回（8，9月），研60－19，研5全04菌株は2回接種

（8，9月）のうち8月のみ分生胞子形成が認められた。

研53－33菌株は2回接種（8，9月）とも分生胞子を形

100
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Fig．ユ．　Percentage　　of　Penetration　of　the　8

　　　　1〕γκ〃α〃αoグツ醐θ工so1ateゴ（A　Ken53－

　　　　33，B：P2b，C：Ken60－19，D：Ina72，
　　　　E　Naga87，F　TY70－94，G　　Hoku1，
　　　　HKen54－04）1ntothe1eaf－sheathce11
　　　　of8θ物肋αグ〃仰δ舳αグ2α刎〃6z8Mak1no

　　　　a）Percentage　of　apPressor1a　Producヱng

　　　　infection　hyphae．
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成しなかった．

　T300菌株を除く供試タケ菌5菌株の分生胞子形成量

は，イネ菌に比べて著しく多かった。また，5菌株とも

8月，9月の2回接種において，いずれも自然状態で分

生胞子を形成したのが特徴である．T300菌株は2回接

種（8，9月）とも分生胞子形成は認められなかった．

　イネ菌・タケ菌のアオナリヒラ葉鞘細胞への侵入

イネ菌8菌株のアオナリヒラ葉鞘細胞への侵入率を調

べた結果をFig．1に示す。侵入率はP2b菌株が35．4

％（26．9～36．2％）と最も高く，その次が長87菌株の

30．9％（25．6～36．2％）であった．以下研5←04菌株が

19．2％（16．7～20．4％），研60－19菌株が13．9％（3．2～

18．8％），北1菌株がユ2．9％（1．5～26．3％），研53－33菌

株が12．2％（6．4～17．9％），稲72菌株が10．8％（6．1～

20．3％），TY70～94菌株が8．2％（O～16．O％）の順に

なった．イネ菌8菌株の平均侵入率は17．9％であった。

イネ菌長87菌株のアオナリヒラ葉鞘細胞への侵入状況を

P1ate　I（5）に示す．

　次にタケ菌4菌株のアオナリヒラ葉鞘細胞への侵入率

を調ぺた結果を　Fig．2に示す。侵入率はT609菌株

が最高で，83．8％（75．5～92．ユ％）を示し，T400菌株

が68．6％（65．3～7L8％），T403菌株が56．7％（37．9～

66．7％）であった．しかし，T300菌株の侵入率は低く

18．ユ％（5．3～25％）であって，イネ菌の平均侵入率と

ほぼ同じであった．T300菌株を除くタケ菌3菌株の平

均侵入率は69．7％であった．T609菌株のアオナリヒラ

葉鞘細胞への侵入状況をP1ate　I（6）に示す．

　　　　　　　　考　　　　　察

　筆者らはイネ菌を野外に自生するマダケの葉身に注射

接種したところ，供試7菌株のうち6菌株が病斑上に分

生胞子を形成した．P2b菌株は3回の接種試験ともに

病斑上に分生胞子を形成し，形成量も多かった．特に9

月接種では自然状態での胞子形成が確認された．また，

ユユ月に1回のみ接種に用いた長87菌株も湿室処理によっ

て病斑上に他の菌株よりも多くの胞子を形成した．その

他の4菌株の胞子形成量は　P2B，長87菌株に比べて少

なく，研5ポ33菌株は胞子を形成しなかった．このこと

からイネ菌の菌株間にマダケに対する病原性に差異のあ

ることがわかる．イネ菌によるマダケ葉身上の病斑は一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
般に抵抗性止まり型の褐色病斑であって，鐙谷のbgに

近いものと考えられた。

　タケ菌6菌株のうちT300菌株を除く5菌株は，い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
ずれもマダケ葉身上に紡錘形の大型褐色病斑（ybg）を

形成し，その上で多量の胞子を形成した。また，胞子形

成は自然状態で容易に行われた．T300菌株は上記のタ

ケ菌5菌株とは異なっており，イネ菌に類似した性質を

示した。このことから，タケ菌の中にも宿主植物である

タケに対して病原性を異にする菌株が存在することが考

えられた．

　葉鞘接種試験ではイネ菌8菌株，タケ菌4菌株がアオ

ナリヒラの葉鞘細胞へ侵入した．しかし，タケ菌とイネ

菌とでは，侵入率に著しい差異があり，またイネ菌菌株

問でも侵入率に差異がみられた．本実験ではイネ菌，タ

ケ菌のアオナリヒラ葉鞘への侵入率のみを此較したが，

今後イネ菌については，菌糸伸展度をタケ菌と比較して

おく必要がある。

　今回の実験からタケ菌とイネ菌のなかには，タケに対

して親和性の異なる菌株が存在することが考えられた。

しかし，タケ亜科は属や種を異にする多くのタケ・ササ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
類を合むので，今後の検討が必要である。八重樫は病原

性判別宿主としてメヒシバ，イネ，シコクビェ，ミョウ

ガの4宿主をあげているが，これにタケを追加する必要

があるかも知れない．また，イネ科植物いもち病菌とタ

ケ・ササ類いもち病菌との関係を知るため，それらの交

互接種を行って宿主範囲を明らかにする必要がある．

　　　　　　　摘　　　　　要

1．イネ菌7菌株（研5ポ33，P2b，研60－19，長87，
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TY70－94，北1，研5←04），タケ菌6菌株（T300，T400，

T401，T402，T403，T609）を用いて野外に自生するマ

ダケ葉身に注射接種し，病斑の形成伸展の経過，分生胞

子形成状況を調べた．イネ菌は一般に中央部に崩壊部を

もつ低抗性止り型の褐色病斑を形成した．7菌株中6菌

株が病斑上に分生胞子を形成し，P2bと長87菌株の胞

子形成量は他の菌株に比べて多かった．T300菌株を除

くタケ菌5菌株は中央に崩壊部，周囲に黄色中毒部をも

つ紡錘形の大形褐色病斑を形成した．その病斑上には自

然状態で多くの胞子を形成した。T300菌株はイネ菌に

類似した経過を示した．

　2．イネ菌8菌株，タケ菌4菌株を用いてアオナリヒ

ラに葉鞘接種した．イネ菌8菌株の平均侵入率は17．9％

であり，侵入率の最高はP2b（35．4％）でその次が長

87菌株（309％）であった．タケ菌4菌株中丁300菌株

を除く3菌株の平均侵入率は69．7％と高く，最高の侵入

率はT609菌株（83．8％）で，T400菌株（68．9％），

T403菌株（56，7％）の順であった。T300菌株の侵入

率は低く18．ユ％であった．

1．

2．

3．

4．

5．
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Expユanation　of　P1ate

P1ate　I

　1－2．

3－4．

B1ast　1esエon　on　the　bamboo　1eaves　（P乃ツ〃03肋肋ツ8　6α刎肋30〃θ3），1n］ect1on－

1nocu1ated．w1th　Pツ〃o〃σ〃αsP　frolm　bamboo　Show1ng1es1on　（1）formed－

b・inocu1・ti…モi・・1・t・T401f・gm．8肋仰α肋㍗α舳・・28A・・…1979
and・en1arged－1esユon（2）formed　by1nocu1atユon　of1so1ate　T400fro血P　刎gグα

on14SePtember1979
Con1d．1a　of　PWκ〃α〃σproduced．on　theヱeaf　of　the　bamboo（Pろσ励㈱o〃θ3），

injection－inocu五ated　with　iso1ate　P2b　of　R　oグツ鮒θ．The　balmboo1eaf　inocu－

1ated　on14Septem．ber　was　co11ected　on150ctober　and　then　mcubated1n
工n01st　petr1d1shes　for3days

InYasion　of　P．oグツ急σθ　（iso1ate　Naga87）into　the1eaf－sheath　ce11of8．〃〃〃3．

In▽asion　of　P〃肋1σ〃αs泣（iso1ate　T609）from　Rκな〃form．

乃θ〃o〃z81nto　the1eaf＿sheath　ce11of8　砂多グ2628

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S醐㎜㎜蹴y

　　Leaves　of　bamboo（P伽〃08歩α6伽sろα刎肋soタ♂θs　Sieb．et　Zucc．）grown　in　the　fie1ds　were

injection－inocu1ated　with　the　fo11owing7isotates　of1）WクωZαれαoび2αθ（rice　iso1ates）and

61so1ates　of－PWzω1〃zαsp　fro皿bamboo（bambo01so1ates）．R1ce1so1ates：Ken53－33，Ken

54－04，Ken60－19，P2b，Naga87，Hoku1，TY70－94　Ba皿bo01so1ates・T300，T400T40ユ，T

402，T403，T609　In　genera1，sma11brown　spots　w工th　t1ny　necrot1c　gray　centers　deve1oped

on　the　bamboo1eaYes　inocu1ated　with　rice　iso1ates．　Of　the7rice　iso1ates　tested，6pro－

duced　con1d1a　on　the1es1ons　of　the　bamboo1eaves　when　m01stend　Iso1ates　P2b　and　Naga

87Produced　more　con1dユa　than　the　other　On　the　other　hand，1arge　sp1nd1e－shaped　brown

1esions　with　necrotic　gray　centers　deve1oped　on　the　bamboo　1eaYes　inocu1ated　with　a11

bambo01so1ates　except1so1ate　T300　Much　sporu1at1on　a1so　occurred　on　the1es1ons　of　the

bamboo1ea▽es1n　nature　The　above－ment1oned7r1ce1so1ates，and1so1ate　Ina72，and4

bamboo　iso1ates　were　inocu1ated　to　bamboo（Sθ肋クo㈹〃加α〃αoか刎s　Makino）by　using　the

sheath　mocu1at1on　method．The　penetrat1on　rate　was　shown　as　the　percentage　of　appres一
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soria producing infection hyphae. The average value for the 8 rice isolates was as low 

as 17.9.~o?1. The value for isolate P2b was highest (35.4+00>/), followed by isolate Naga 87 

(30.9.0,~/:o). On the contrary, the average value for the 3 bamboo isolates, except isolate T300, 

was as high as 69.7.0,~~0 (isolate T609, 83.8~; isolate T400, 68.6.0.>0'; isolate T403, 56.7~~) 

The value for isolate T300 was as low as 18.lP,~(o 
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